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論文内容の要旨

Eva luation of Lenic u lostriate Arteries Chan ges by 7 T Ma gnetic Resonance An gio graphy 
in T ype 2 Diabetes 

（ 超高磁場7 －テスラ服A を用いた2型糖尿病患者のレンズ核線条体動脈 （LSA） 変化の評
価 ）

（八代諭， 亀田浩之， 千田愛， 外舘祐介， 長谷川豊， 長津幹， 上野育子， 佐々木真理
小笠原邦昭， 石垣泰）

(Journa l of Atherosc lerosis and T hro mbosis 平成3 0年5月電子掲載）

I. 研究目的
多くの前向き研究で糖尿病 が虚血性脳卒中の危険因子であることが示されてきた．しか

し， 大脳白質病 変，ラクナ梗塞， 微小出血を含めたCerebra l s ma ll vesse l d isease （以
下 SVD）と糖代謝異常との関連は明らかではない．超高磁場7 －テスラMRIを用いることで2
型糖尿病患者の脳実質のみで、なく，穿通枝レベルの細動脈も含めた動脈硬化の評価が必要
である． そこで， 超高磁場7 －テスラMRIを用いて， 血糖コントロールが不良な 2型糖尿病
患者では非糖尿病患者と比較して， SVD発症頻度が高くF また，レンズ核線条体動脈（以下
LSA）に 代表される深部穿通枝動脈での動脈硬化の発症頻度が高いという仮設を検討した．

II. 研究対象ならび方法
平成26 年11 月から平成 2 8年9月までに 岩手医科 大学附属病 院糖尿病・代謝内科 に 入

院した超高磁場7ーテスラ服I 検査が実施可能な 2 型糖尿病患者 2 5名（平均年齢57 .2 歳）
を対象として服A 画像を撮像した． また， SVD病変を解析するために Tl強調画像， T 2 強
調画像， T 2 ＊強調画像， FLAIR画像を撮像した．岩手医科 大学附属病 院脳神経外科 に 脳動脈
癌クリッピング術を目的 に 入院し，7 －テスラMRI検査による服A 撮影を施行した糖代謝異
常を有していない 25名（平均年齢60.1 歳）を対照群とした． 両群にお いて S lab-MIP MRA 
により，LSAの描出不良の有無を評価した.MRI と服A 画像の解析は一貫して習熟した放
射線科 専門医師によって判定され、脳ドックガイドライン201 4に 準拠して判定を行った。

IlI. 研究結果
2 型糖尿病群では非糖尿病群と比較して，LSA 描出不良の出現率は有意に高率で、あった

(68.0 %  vs 1 6. 0比p く0.01 χ二乗検定 ） • LSA の形態学的 解析をお こなったところ、 2型糖
尿病群で本数 （ 4.6 ±1 .  6 vs 5. 7士 2 .0 ,p く0.05）と分 校数（2 .4土 2 .3 vs 4. 2 ± 2 . 3 , p く0.01) 
が有意に少なかったO 一方で、 S VD の発症率は2型糖尿病群と非糖尿病群で差は認められな
かった（ 60.0免vs 44.0 弘） . 2型糖尿病群でLSA の分枝数を中央値で 2群に分けた場合の低
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値群の特徴は， 糸球体漉過量が低いことで、あった．

N. 結 語
無症候性ラクナ梗塞の発症は同程度で、あったが，LSA 本数、 分校数の低下とLSA描出不

良の発現率は2型糖尿病 で、有意に 高率で、あったことから ，本検討で得られたLSA の形態 以
上と描出不良はラクナ梗塞の前段階である細動脈硬化症を捉えた可能性がある. LSA分校
数低下と糸球体j慮過量低下との関連も示唆され3今後MRI撮影症例数を増やすことで関連
が明ら かに なるかもしれない．
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論文審査の結果の要旨

論文審査担当者
主査樹受 寺山 靖夫（ 内科学講座：神経内科・老年科分 野）
副査特任謝受吉岡邦浩伐鮒線医学講座）
副査 講師 武部典子 （ 内科学講座：糖尿病・代謝内科分 野）

多くの前向き研究で糖尿病が虚血t封菌卒中の危険因子であることが示されてきたが，大脳白
質病変，ラクナ梗塞，微小出血を含めたCerebral small vessel disease （以下.SYD）と糖代謝異
常との関連は明らかではない．本研究論文は，2型糖尿病患者のレンズ核線条体動脈（以下LSA)
に代表される深部穿通校動脈の動脈硬化を超高磁場 7ーテスラ肥Iを用いて検証した論文であ
る .2型糖尿病群では非糖尿病群と比較して，LS A描出不良の出現率は有意に 高率で、あり，さら
に描出不良群ではエイコサベンタエン酸／アラキドン酸比とドコサヘキサエン酌アラキドン酸
比が有意に低いことが示された．このことは，2型糖尿病群におけるLSA における細動脈硬化症
を画像により初めて捉えた可能性がある． また，凶 A描出不良と n-3系多価不飽不同旨肪酸との関
連も明らかとなった．

持命文は，2型糖尿病患者における深部穿通枝動脈の動脈硬化所見を可視化し，その病態に n-
3系多価不飽和脂肪酸が関与している可能性を初めて示した有益な研究却、える．学位に値す
る論文である．

試験・試問の結果の要旨
糖尿病お よび脳血管障害に 関する基礎的・専門的 な知識と，超高磁場服I診断について諮問

を行い，適切な回答を得た．学位に値する学識を有していると考える．また，学位論文の作成に あ
たって，剰窃・盗作等の研究不正は無いことを確認した．
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